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 2019A 期に採択された長期利用課題について、
2021A期に2年間の実施期間が終了したことを受け、
第 69 回 SPring-8 利用研究課題審査委員会長期利用
分科会（2021 年 6 月 22 日開催）による事後評価が
行われました。 
 事後評価は、長期利用分科会が実験責任者に対しヒ
アリングを行った後、評価を行うという形式で実施し、
SPring-8 利用研究課題審査委員会で評価結果を取り
まとめました。以下に評価を受けた課題の評価結果を
示します。研究内容については本誌の「最近の研究か
ら」に実験責任者による紹介記事を掲載しています。 
 なお、2019A 期に採択された長期利用課題 3 課題
のうち1課題の評価結果は2022春号に掲載、もう1
課題の評価結果は次号以降に掲載する予定です。 
 

課題名 
はやぶさ2サンプルのX線CTを用い
た初期分析：技術開発、分析手法評価と
分析 

実験責任者（所属） 𡈽山 明（立命館大学） 
採択時課題番号 2019A0165, 2019A0166 
ビームライン BL20XU, BL47XU 
利用期間／配分総シフト 2019A～2021A／168シフト 
 
［評価結果］ 
 本長期利用課題は、2014 年 12 月に打ち上げられ
たはやぶさ 2 探査機により小惑星リュウグウから回
収される試料の初期分析およびそれに備えた準備を
行う目的で実施されたものである。期間前半では、初
期分析の準備として、非破壊X線CTや試料の取り扱
い方法、迅速なデータ解析法などの技術開発が進めら
れるとともに、模擬物質を用いたリハーサルが行われ
た。その後、2020年12月に試料が地球に届けられた
ことを受けて、配分された実際のはやぶさ2試料に対
し、それらの開発された手法が適用された。 
 リュウグウからの試料の分析は現在もなお進行中

であるが、小惑星リュウグウの成因を説明する新しい
太陽系形成論を支持する結果が得られるなど、大きな
成果が生まれつつある。それに加え、事前準備の段階
で得られた高分解能広視野CTや走査・結像X線CT
（SIXM）などの手法や解析技術の開発は、それ自体
が重要な成果であるとともに、地上由来の物質による
試料汚染を防止するために開発された大気遮断分析
システムは、燃料電池のような嫌気性試料の分析など、
他分野への波及効果も期待できる。さらに、リハーサ
ルとして実施した炭素質コンドライト模擬試料の計
測においても、一定の学術的な成果を挙げ、論文発表
に至っている。このように、はやぶさ2探査機の試料
評価への準備が前半2年間でほぼ達成され、本番のは
やぶさ2試料の分析にも成功したと評価される。この
ような一連の成果は、明確な研究目的がユーザー側と
施設側で共有されたことによって可能になったもの
であると考えられる。 
 以上のことから、本課題は、小惑星の成因や進化の
理解につながる学術的成果が得られているとともに、
基礎的研究分野及び基盤的技術開発分野への大きな
貢献もなされており、長期利用課題として期待通りの
成果を挙げたものと判断される。 
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